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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手形状の器具本体に取り付けられる光源ユニットにおいて、
　前記器具本体に配置された器具側取付部と連結された状態で弾性力によって前記器具本
体の方向に引っ張られると共に、前記器具本体の短手方向に対する位置が決められる光源
側取付部を備え、
　前記器具側取付部は、板ばねであり、
　前記光源側取付部は、前記板ばねが連結される連結具であり、
　前記連結具は、
　板状をなし、前記板ばねが挿入される開口が形成されると共に、前記器具本体に形成さ
れた器具側嵌合部に嵌められた状態で前記器具側嵌合部に拘束される連結側嵌合部を有す
る板部を備える光源ユニット。
【請求項２】
　長手形状の器具本体に取り付けられる光源ユニットにおいて、
　前記器具本体に配置された器具側取付部と連結された状態で弾性力によって前記器具本
体の方向に引っ張られると共に、前記器具本体に対する前記器具本体の長手方向まわりの
取り付け角度が決められる光源側取付部を備え、
　前記器具側取付部は、板ばねであり、
　前記光源側取付部は、前記板ばねが連結される連結具であり、
　前記連結具は、
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　板状をなし、前記板ばねが挿入される開口が形成されると共に、前記器具本体に形成さ
れた器具側嵌合部に嵌められた状態で前記器具側嵌合部に拘束される連結側嵌合部を有す
る板部を備える光源ユニット。
【請求項３】
　前記器具側取付部と前記光源側取付部との少なくともいずれか一方は弾性材料を用いて
形成されており、
　前記弾性材料を用いて形成された前記器具側取付部と前記光源側取付部との少なくとも
いずれか一方の弾性力によって前記器具本体に取り付けられる請求項１または請求項２に
記載の光源ユニット。
【請求項４】
　前記器具側取付部は、板ばねであり、
　前記光源側取付部は、前記板ばねが連結される連結具であり、
　前記連結具は、
　板状をなし、前記板ばねが挿入される開口であって前記板ばねと当接する縁の幅の両端
で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部を有する請求項１から請求項３のいずれ
か一項に記載の光源ユニット。
【請求項５】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記器具本
体の短手方向に対する前記光源ユニットの位置を決める引張機構部と
を備え、
　前記引張機構部は、
　前記器具本体に配置される板ばねと、
　前記光源ユニットに配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記
器具本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口で
あり前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部
を有する連結具と
を備え、
　前記器具本体は、
　前記板ばねの一端が固定されて配置されると共に、前記板ばねの他端の動きが規制され
る板ばね規制部を備える照明装置。
【請求項６】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記器具本
体の短手方向に対する前記光源ユニットの位置を決める引張機構部と
を備え、
　前記引張機構部は、
　前記器具本体に配置される板ばねと、
　前記光源ユニットに配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記
器具本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口で
あり前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部
を有する連結具と
を備え、
　前記連結具は、
　前記板部に、連結側嵌合部を有し、
　前記引張機構部は、
　前記器具本体に配置され、前記連結側嵌合部に嵌められた状態で前記連結側嵌合部を拘
束している器具側嵌合部を有する照明装置。
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【請求項７】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記器具本
体の短手方向に対する前記光源ユニットの位置を決める引張機構部と
を備え、
　前記引張機構部は、
　前記光源ユニットに配置される板ばねと、
　前記器具本体に配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記器具
本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口であり
前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部を有
する連結具と
を備え、
　前記連結具は、
　前記板部に、連結側嵌合部を有し、
　前記引張機構部は、
　前記光源ユニットに配置され、前記連結側嵌合部に嵌められた状態で前記連結側嵌合部
を拘束している光源側嵌合部を有する照明装置。
【請求項８】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記光源ユ
ニットの前記器具本体の長手方向まわりの取り付け角度を決める引張機構部と
を備え、
　前記引張機構部は、
　前記器具本体に配置される板ばねと、
　前記光源ユニットに配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記
器具本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口で
あり前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部
を有する連結具と
を備え、
　前記器具本体は、
　前記板ばねの一端が固定されて配置されると共に、前記板ばねの他端の動きが規制され
る板ばね規制部を備える照明装置。
【請求項９】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記光源ユ
ニットの前記器具本体の長手方向まわりの取り付け角度を決める引張機構部と
を備え、
　前記引張機構部は、
　前記器具本体に配置される板ばねと、
　前記光源ユニットに配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記
器具本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口で
あり前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部
を有する連結具と
を備え、
　前記連結具は、
　前記板部に、連結側嵌合部を有し、
　前記引張機構部は、
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　前記器具本体に配置され、前記連結側嵌合部に嵌められた状態で前記連結側嵌合部を拘
束している器具側嵌合部を有する照明装置。
【請求項１０】
　長手形状の器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられる光源ユニットと、
　弾性力によって前記光源ユニットを前記器具本体の方向に引っ張ると共に、前記光源ユ
ニットの前記器具本体の長手方向まわりの取り付け角度を決める引張機構部と
を備えた、
　前記引張機構部は、
　前記光源ユニットに配置される板ばねと、
　前記器具本体に配置され、前記板ばねが連結されることで前記光源ユニットを前記器具
本体の方向に引っ張る連結具であって、板状をなし、前記板ばねが挿入される開口であり
前記板ばねと当接する縁の幅の両端で前記板ばねが拘束される開口が形成された板部を有
する連結具と
を備え、
　前記連結具は、
　前記板部に、連結側嵌合部を有し、
　前記引張機構部は、
　前記光源ユニットに配置され、前記連結側嵌合部に嵌められた状態で前記連結側嵌合部
を拘束している光源側嵌合部を有する照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子が実装された光源ユニットと、この光源ユニットを取り付けるため
の器具本体とを有する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、発光モジュールおよび直流電源装置を内蔵する長尺状の光源部と、この光源部の
一部が挿入される凹部を有する器具本体部とを備える照明器具であって、光源部が器具本
体部に着脱自在に取り付けられる照明器具がある（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－０７８５１１号公報
【特許文献２】特開２０１２－００３９９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されているカバー部材は、長尺状に形成された器具本体の一面に設け
られた収容凹部に光源ユニットを収容した状態では、器具本体の長手方向及び幅方向と直
交する方向において前記一対の延出部の各々が前記収容凹部の開口端縁とが生じないよう
に重なっている。
　よって、長期間使用されるなどして、この隙間に埃などが溜まった場合に側方方向への
光束が徐々に低下してしまい光学特性および意匠性での点で課題があった。
【０００５】
　さらに、特許文献１に記載されているカバー部は、光源部が器具本体部に照射側と反対
側の一部を凹部に挿入し取り付けられた時に、凹部の開口端縁と隙間がないように重なる
延出部を有している。
　このため、光源部を器具本体部から取り外す時は、作業者が光源部を掴む箇所がなく、
作業がしにくかった。



(5) JP 6564626 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

【０００６】
　特許文献２に記載されている照明器具は、光源部の長手側辺と凹部の長手側壁部との間
に隙間が形成されるように光源部が器具本体部に取り付けられている。
　光源部は、この隙間に専用の治具を挿し込むことで器具本体部から取り外すことができ
るが、専用の治具を必要とする為、作業に手間がかかった。
　また、器具本体に光源部を取付ける場合、係止壁の引掛け部を孔に引掛けて、引掛け部
を支点として光源部を回動して取付けして取り付けられる。このため、長手方向に沿って
光源部と凹部の間に形成された両側の隙間が、光源部を発光させた際にアンバランスな暗
がりになるおそれがあり、意匠性の点で課題があった。
【０００７】
　本発明は、光源ユニットを器具本体に対して適切な位置に位置決めできる光源ユニット
、照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の光源ユニットは、
　長手形状の器具本体に取り付けられる光源ユニットにおいて、
　前記器具本体に配置された器具側取付部と連結された状態で弾性力によって前記器具本
体の方向に引っ張られると共に、前記器具本体の短手方向に対する位置が決められる光源
側取付部を備え、
　前記器具側取付部は、板ばねであり、
　前記光源側取付部は、前記板ばねが連結される連結具であり、
　前記連結具は、
　板状をなし、前記板ばねが挿入される開口が形成されると共に、前記器具本体に形成さ
れた器具側嵌合部に嵌められた状態で前記器具側嵌合部に拘束される連結側嵌合部を有す
る板部を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、記器具本体の短手方向に対する位置決めをする光源側取付部を備えた
ので、光源ユニットを器具本体に対して適切な位置に位置決めできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態１の図で、照明装置１０の斜視図。
【図２】実施の形態１の図で、照明装置１０を光源ユニット１００と器具本体２００に分
解した分割斜視図。
【図３】実施の形態１の図で、器具本体２００に光源ユニット１００を取り付ける途中を
示す図。
【図４】実施の形態１の図で、光源ユニット１００の分解斜視図。
【図５】実施の形態１の図で、光源ユニット１００の斜視図。
【図６】実施の形態１の図で、連結具１５０斜視図。
【図７】実施の形態１の図で、連結具１５０の６面図。
【図８】実施の形態１の図で、連結具１５０の開口形状のバリエーションを示す図。
【図９】実施の形態１の図で、板ばね２３０の正面図。
【図１０】実施の形態１の図で、板ばね２３０の斜視図。
【図１１】実施の形態１の図で、器具本体２００の斜視図。
【図１２】実施の形態１の図で、連結具１５０の開口１５２へ板ばね２３０を差し込む場
合を示す図。
【図１３】実施の形態１の図で、器具本体２００への光源ユニット１００の取り付け工程
を示す図。
【図１４】実施の形態１の図で、器具本体２００への光源ユニット１００の取り付けが終
了した場合の断面図であり（ａ）は長手方向の縦断面図、（ｂ）は短手方向の断面図。
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【図１５】実施の形態１の図で、板ばね２３０と連結具１５０との係合関係を示す図。
【図１６】実施の形態１の図で、図１５を補足するための図。
【図１７】実施の形態１の図で、図１５に対する変形例１を示す図。
【図１８】実施の形態１の図で、図１５に対する変形例２を示す図。
【図１９】実施の形態１の図で、図１５に対する変形例３を示す図。
【図２０】実施の形態２の図で、摺動ガイド２１１ａａを示す図。
【図２１】実施の形態２の図で、摺動ガイド２１１ａａを説明する断面図で、（ａ）は長
手方向の縦断面図、（ｂ）は短手方向の断面図。
【図２２】実施の形態３の図で、連結具１５０の上端部１５１と、器具側嵌合部９２１２
とを示す斜視図。
【図２３】実施の形態３の図で、上端部１５１と器具側嵌合部９２１２との係合を示す図
で、（ａ）は長手方向の縦断面図、（ｂ）は短手方向の断面図。
【図２４】実施の形態３の図で、変形例を示す図であり、（ａ）は長手方向の縦断面図、
（ｂ）は連結具１５０を示す図。
【図２５】実施の形態４の図で、連結具１５０の上端部１５１と、器具側嵌合部９２１２
とを示す斜視図。
【図２６】実施の形態４の図で、上端部１５１と器具側嵌合部９２１２との係合を示す図
で、（ａ）は長手方向の縦断面図、（ｂ）は短手方向の断面図。
【図２７】実施の形態４の図で、変形例を示す図であり、（ａ）は長手方向の縦断面図、
（ｂ）は連結具１５０を示す図。
【図２８】実施の形態５の図で、連結具１５０の開口１５２へ板ばね２３０を差し込む場
合を示す図。
【図２９】実施の形態５の図で、傾斜辺部１５２ｄによる作用効果を示す図であり、（ａ
）は光源ユニット１００が右上がりの状態を示し、（ｂ）は光源ユニット１００が右下が
りの状態を示す図。
【図３０】実施の形態５の図で、傾斜辺部１５２ｄの変形例である傾斜辺部１５２ｅを示
す図であり、（ａ）は光源ユニット１００が右上がりの状態を示し、（ｂ）は光源ユニッ
ト１００が右下がりの状態を示す図。
【図３１】実施の形態６の図で、上端部１５１ａを備えた連結具１５０の斜視図であり、
（ａ）は開口１５２の向こう側にねじ止め部１５４が見える斜視図、（ｂ）は開口１５２
の手前側にねじ止め部１５４が見える斜視図、（ｃ）は連結具１５０の正面図。
【図３２】実施の形態６の図で、上端部１５１ａの作用効果を示す照明装置１０の断面図
。
【図３３】実施の形態７の図で、照明装置１０－１の斜視図。
【図３４】図３３のＢ－Ｂ断面図。
【図３５】実施の形態７の図で、照明装置１０－２の斜視図。
【図３６】図３５のＢ－Ｂ断面図。
【図３７】実施の形態７の図で、照明装置１０－３の斜視図。
【図３８】図３７のＢ－Ｂ断面図。
【図３９】実施の形態７の図で、照明装置１０－４の斜視図。
【図４０】図３９のＢ－Ｂ断面図。
【図４１】実施の形態７の図で、照明装置１０－５の斜視図。
【図４２】図４１のＢ－Ｂ断面図。
【図４３】実施の形態７の図で、照明装置１０－６の斜視図。
【図４４】図４３のＢ－Ｂ断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。なお、以下に説明する実
施の形態によって本発明が限定されない。また、以下の図面では各構成部の大きさの関係
が実際のものとは異なる場合がある。また、実施の形態の説明において、「上」、「下」
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、「左」、「右」、「前」、「後」、「表」、「裏」といった方向や位置が示されている
場合、それらの表記は、説明の便宜上、そのように記載しているだけであって、装置、器
具、部品等の配置や向き等を限定しない。
【００１２】
　実施の形態１．
＜＊＊＊構成の説明＊＊＊＞
　図１～図１９を参照して実施の形態１を説明する。
【００１３】
　図１は照明装置１０の斜視図である。図２は、照明装置１０を光源ユニット１００と器
具本体２００に分解した分割斜視図である。図３は、器具本体２００に光源ユニット１０
０を取り付ける途中を示す図である。
【００１４】
＜照明装置１０＞
　図１に示すように、照明装置１０は、天井、壁などの図１４に示す取付部３００に取り
付けられる長手形状の照明装置であり、長手方向Ｘに延びた長尺状の照明装置である。な
お、光源ユニット１００、器具本体２００も同様に照明装置１０の長手方向Ｘに沿った長
手形状である。光源ユニット１００、器具本体２００の長手方向、短手方向は、照明装置
１０と同様に、長手方向Ｘ、短手方向Ｙと呼ぶ。図１～図３に示すように、照明装置１０
は、光源ユニット１００と、光源ユニット１００が着脱可能に取り付けられる器具本体２
００とを備える。
　照明装置１０は、器具本体２００と光源ユニット１００との位置関係は、前者が上で、
後者が下であってもよいし、両者が左右に位置するような関係であってもよいし、互いに
斜めに位置するような関係であってもよい。また、この照明装置１０は、長手方向あるい
は短手方向に複数連結して使用される場合がある。
【００１５】
　照明装置１０は、長手形状の器具本体２００と、器具本体２００に取り付けられる光源
ユニット１００と、光源ユニット１００を弾性力によって器具本体２００の方向に引っ張
ると共に、器具本体２００の短手方向Ｙに対する光源ユニット１００の位置を決める引張
機構部９０１０を備える。引張機構部９０１０は後述のように板ばね２３０と連結具１５
０により構成される。また、引張機構部９０１０は後述のように、光源ユニット１００を
弾性力によって器具本体２００の方向に引っ張ると共に、光源ユニット１００の器具本体
２００の長手方向Ｘまわりの取り付け角度を決める。
【００１６】
＜光源ユニット１００＞
　図４は、光源ユニット１００の分解斜視図である。図５は、光源ユニット１００の斜視
図である。図６は、連結具１５０の斜視図である。図４、図５に示すように、光源ユニッ
ト１００は、プレート部１１０、発光素子基板１２０、カバー１３０、電源装置１４０、
２つの連結具１５０を有する。プレート部１１０は、長手方向に延びた板状の平面部１１
１を有する。平面部１１１の一面側は、発光素子１２０ａが実装された発光素子基板１２
０が取り付けられる基板取付面部１１１ａである。他面は電源装置１４０、連結具１５０
が取り付けられる電源取付面部１１１ｂである。
　また、プレート部１１０は、長手方向Ｘに延びる側壁をなす一対のプレート側部１１２
を備える。プレート側部１１２の端部には、カバー係合部１３３と係合するプレート係合
部１１２ａが形成されている。
【００１７】
　光源ユニット１００は長手形状の器具本体２００に取り付けられる。光源ユニット１０
０は、器具本体２００に配置された器具側取付部９２００と連結することで弾性力によっ
て器具本体２００の方向に引っ張られると共に、器具本体２００の短手方向Ｙに対する位
置決めをする光源側取付部９１００を備える。実施の形態１では、板ばね２３０を器具側
取付部９２００として、板ばね２３０と連結する連結具１５０を光源側取付部９１００と
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して説明するが、後述する実施の形態４の最後に記載しているように、板ばね２３０を光
源ユニット１００に配置し、連結具１５０を器具本体２００に配置してもよい。その場合
、板ばね２３０が光源側取付部９１００であり、連結具１５０が器具側取付部９２００で
ある。なお、板ばね２３０と連結具１５０は作用反作用で互いに引っ張りあうため、一方
は他方に引っ張られる。つまり、連結具１５０は板ばね２３０に引っ張られるし、板ばね
２３０は連結具１５０に引っ張られる。
【００１８】
　また光源側取付部９１００は、器具本体２００に対する器具本体２００の長手方向Ｘま
わりの取り付け角度を決める。
【００１９】
＜プレート部１１０＞
　図４に示すように、プレート部１１０は、長尺状の平板である平面部１１１と、平面部
１１１の短手方向の両端が折り曲げられて形成されるプレート側部１１２とを有し、短手
方向に切る断面が略コ字形状である。基板取付面部１１１ａには、発光素子基板１２０が
取り付けられる。また、基板取付面部１１１ａの裏面である電源取付面部１１１ｂには、
発光素子基板１２０に電力を供給する電源装置１４０と、２つの連結具１５０とが取り付
けられる。
【００２０】
＜発光素子基板１２０＞
　図４に示すように、光源ユニット１００は、発光素子１２０ａとしてＬＥＤ素子が用い
られている。詳しくは、波長が４４０～４８０〔ｎｍ〕の青色光を出射するＬＥＤチップ
上に青色光を黄色光に波長変換する蛍光体を配してパッケージ化された面実装部品である
疑似白色ＬＥＤ素子が用いられる。
【００２１】
　なお、発光素子１２０ａの数、種類、配置される位置は照明装置１０または光源ユニッ
ト１００の用途に応じて決定されるものであって、発光素子１２０ａの数、種類、配置さ
れる位置は限定されない。
　例えば、発光素子１２０ａであるＬＥＤはパッケージ化された面実装部品以外の砲弾型
、ＣＯＢなどの態様であってもよい。また、光源ユニット１００は、ＬＥＤ素子以外の光
源素子を用いたものであってもよく、例えば、有機エレクトロルミネッセンス（Ｏｒｇａ
ｎｉｃ－Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ；以下、有機ＥＬと称する）、レーザ
ダイオード（ＬＤ）などの固体発光素子を使用することもできる。
　詳しくは、長手方向の長さが基板１２０ｂまたはプレート部１１０の長手方向の長さと
略等しい、長尺の有機ＥＬ素子１つを発光素子１２０ａとして用い、有機ＥＬ素子の長手
方向と基板１２０ｂまたはプレート部１１０の長手方向が並行になるように配置してもよ
い。
【００２２】
　また、実施の形態１に係る発光素子１２０ａから出射する光は、発光面に垂直な軸に対
して対称に照射角αだけ広がる。実施の形態１ではこの照射角αは１２０度である。
【００２３】
＜カバー１３０＞
　図４に示すように、カバー１３０は、発光素子１２０ａを覆って長手方向に延びる。ま
た、カバー１３０は、発光素子１２０ａの発光面と対向するカバー前面部１３２とカバー
前面部１３２の短手方向Ｙの両端部と繋がるカバー側部１３１とを有する。カバー１３０
は、カバー側部１３１がプレート部１１０の短手方向Ｙの端部であるプレート側部１１２
を覆うようにしてプレート部１１０に取り付けられる。
【００２４】
　カバー１３０は、プレート部１１０に取り付けられた発光素子基板１２０を覆うように
プレート部１１０に取り付けられる。詳しくは、カバー側部１３１の端部に設けられたカ
バー係合部１３３が、プレート側部１１２の先端に設けられたプレート係合部１１２ａに
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取り付けられることによって、カバー１３０がプレート部１１０に固定される。
【００２５】
　カバー１３０は、樹脂材料を用いて押出成形などの方法で製造される。カバー１３０は
、全体が透光性の樹脂材料を用いて形成されてもよいし、一部が遮光性の樹脂材料を用い
て形成されてもよい。カバー１３０の長手方向の両端部には、端部カバー１３４が取り付
けられる。
【００２６】
＜電源装置１４０＞
　電源装置１４０は、平面部１１１の電源取付面部１１１ｂに取り付けられている。
【００２７】
＜連結具１５０＞
　図７は連結具１５０の６面図である。２つの連結具１５０は、平面部１１１の他面側で
ある電源取付面部１１１ｂの長手方向Ｘの両端部側にそれぞれ取り付けられている。連結
具１５０は、後述する器具本体２００の板ばね２３０とともに、光源ユニット１００を引
っ張ることで器具本体２００に取り付ける引張機構部９０１０を構成する。連結具１５０
は、後述する器具本体２００が備える板ばね２３０に連結し、光源ユニット１００を器具
本体２００に固定する。
【００２８】
　連結具１５０は、光源ユニット１００の形状に応じて設置される数が変更することがで
きる。光源ユニット１００の長手方向の長さが短い場合は、長手方向の一端部のみに連結
具１５０を設置し他端部はフックなどで固定する機構としてもよい。また、光源ユニット
１００の長手方向の長さが長い場合は、長手方向の両端部側と中央部に３つ以上の連結具
１５０を設置してもよい。
【００２９】
　２つの連結具１５０はいずれも略Ｌ形状をなしている。連結具１５０は、取付方向に立
ち上がる板部１５０１と、板部１５０１の短手方向の両側に設けられた取付部材１５３と
、板部１５０１の下辺部に設けられた連結具１５０をねじ止めするためのねじ止め部１５
４とを備える。取付部材１５３は、プレート部１１０に形成された図示していない係合部
と係合して、連結具１５０をプレート部１１０に係止する。図６に示すように、ねじ止め
部１５４は、プレート部１１０の電源取付面部１１１ｂに取付け部１１０ｃにねじ止めさ
れる。板部１５０１には、後述する板ばねを挿入する開口１５２が形成される。
【００３０】
　後述の図１６のように、連結具１５０は、板状をなし、板ばね２３０が挿入される開口
１５２であって板ばね２３０が当接する縁９１５２ａの幅の両端９１５２ｃで板ばね２３
０を拘束する開口１５２が形成された板部１５０１を有する。縁９１５２ａとは上辺部１
５２ａであり、幅の両端９１５２ｃとは両側の側辺部１５２ｃのうち、上辺部１５２ａの
端と角を作る部分である。
【００３１】
　図１５、図１６で後述するが、開口１５２は、後述する板ばね２３０を連結具１５０に
連結させる。実施の形態１における開口１５２は台形形状をしており、下辺部１５２ｂの
長さ寸法Ｗ１に対して上辺部１５２ａの長さ寸法Ｗ２が小さく、両側の側辺部１５２ｃが
下辺部１５２ｂから上辺部１５２ａに向って徐々に窄まるように形成されている。上辺部
１５２ａおよび下辺部１５２ｂは電源取付面部１１１ｂに沿っており、光源ユニット１０
０を器具本体２００に取り付けたり取り外したりする挿抜方向Ｚと直交する。また、上辺
部１５２ａおよび下辺部１５２ｂは後述する板ばね２３０に沿っている。
【００３２】
　図８は、連結具１５０の開口形状のバリエーションを示す図である。図８（ａ）に示す
ように、上辺部１５２ａと下辺部１５２ｂとを繋ぐ両側の側辺部１５２ｃは直線状でもよ
いが、これに限らず曲線状であってもよいし、直線状の部分と曲線状の部分とを組み合せ
てもよい。
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　図８（ｂ）（ｃ）はそれぞれ、側辺部１５２ｃが全部曲線、側辺部１５２ｃのうち破線
部分が曲線の場合を示す。
【００３３】
＜器具本体２００＞
　図１１は、器具本体２００の斜視図である。器具本体２００は、本体部２１０と、本体
部２１０の両端部に取り付けられる端板部２２０とを備える。器具本体２００は長手形状
である。本体部２１０は、短手方向の断面形状がコの字状に折り曲げられて形成され、長
手方向Ｘに延びた凹部２１１を備える。実施の形態１では、本体部２１０は、板金が折り
曲げられて形成される。なお、器具本体２００を形成する本体部２１０および端板部２２
０は、金属以外の材料を用いて形成されてもよく、例えば、樹脂材料を用いて形成されて
いてもよい。図２に示すように、器具本体２００にはａ，ｂ，ｃ，ｄの矩形をなす開口が
形成されており、この開口から光源ユニット１００の一部が収納される。
【００３４】
　凹部２１１は、長手方向に延びた底面部２１１ａと、底面部２１１ａの短手方向の両端
部を基端部として立ち上がる側面部２１１ｂとを備える。また、本体部２１０は、傾斜部
２１１ｄを備える。
【００３５】
　凹部２１１の底面部２１１ａには、端子台２４０と、２つの板ばね２３０が設置される
。端子台２４０は、電源端子台である。あるいは、端子台２４０は信号端子台でも構わな
い。板ばね２３０は、上述した光源ユニット１００が備える連結具１５０に対応する位置
に配置される。
【００３６】
＜板ばね２３０＞
　図９は、板ばね２３０の正面図である。図１０は、板ばね２３０の斜視図である。実施
の形態１では、図１５、図１６で後述するが、板ばね２３０の幅寸法は全体にわたって同
じ寸法Ｗ３である。
【００３７】
　板ばね２３０は、ステンレス材料や、バネ鋼板などの弾性材料で形成された、長手形状
の板バネである。板ばね２３０は、第１平坦部Ｌ１、第１曲げ部Ｍ１、第２平坦部Ｌ２、
第２曲げ部Ｍ２、第３平坦部Ｌ３、第３曲げ部Ｍ３、第４平坦部Ｌ４、第４曲げ部Ｍ４、
円弧部Ｅ、屈曲部Ｋを備える。第１平坦部Ｌ１は、凹部２１１の底面部２１１ａに固定さ
れる固定部２３１である。円弧形状部２３２が、第１曲げ部Ｍ１、第２平坦部Ｌ２、第２
曲げ部Ｍ２、第３平坦部Ｌ３、第３曲げ部Ｍ３、第４平坦部Ｌ４、第４曲げ部Ｍ４、円弧
部Ｅによって構成される。屈曲部Ｋは先端部２３３である。
（１）第１平坦部Ｌ１は、長手形状の一方の端部から長手方向に向かう。第１平坦部Ｌ１
はねじで底面部２１１ａに固定される。
（２）第１曲げ部Ｍ１は、第１平坦部Ｌ１の終わりに、第１曲げ半径Ｒ１で形成される。
（３）第２平坦部Ｌ２は、第１曲げ半径Ｒ１で第１角度θ１に曲げられて第１平坦部Ｌ１
から立ち上がる。第２平坦部Ｌ２は、可動の軸になる。
（４）第２曲げ部Ｍ２は、第２平坦部Ｌ２の終わりに、第１曲げ半径Ｒ１と反対向きに第
２曲げ半径Ｒ２で形成される。
（５）第３平坦部Ｌ３は、第２曲げ半径Ｒ２で鋭角の第２角度θ２に曲げられて延びる。
（６）第３曲げ部Ｍ３は、第３平坦部Ｌ３の終わりに、第２曲げ半径Ｒ２と反対向きに第
３曲げ半径Ｒ３で形成される。第３曲げ部Ｍ３は、光源ユニット１００が器具本体２００
に装着完了となる直前に連結具１５０の板部１５０１に当たることで、円弧部Ｅの摺動を
制御する。
（７）第４平坦部Ｌ４は、第３曲げ半径Ｒ３で鋭角の第３角度θ３に曲げられて延びる。
（８）第４曲げ部Ｍ４は、第４平坦部Ｌ４の終わりに、第３曲げ半径Ｒ３と反対向きに第
４曲げ半径Ｒ４で形成される。
（９）円弧部Ｅは、第４曲げ半径Ｒ４で鈍角の第４角度θ４に曲げられて第１平坦部Ｌ１
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の向かう長手方向に延びると共に第２平坦部Ｌ２の立ち上がる方向に凸となる円弧形状の
部分である。円弧部Ｅは、連結具１５０の上辺部１５２ａと当接して摺動する摺動部であ
る。
（１０）屈曲部Ｋは、円弧部Ｅの端部が屈曲されたものであり、連結具１５０の上辺部１
５２ａに引っ掛けられる。
【００３８】
　第２平坦部Ｌ２は、板ばね２３０が光源ユニット１００を引っ張る弾性作用時の可動軸
になる。
【００３９】
　板ばね２３０は、光源ユニット１００の連結具１５０とともに、照明装置１０の引張機
構部９０１０を構成する。引張機構部９０１０は、器具本体２００に配置される板ばね２
３０と、光源ユニット１００に配置され、板ばね２３０と連結することで光源ユニット１
００を器具本体２００の方向に引っ張る連結具１５０とを備える。連結具１５０は板部１
５０１を有するが、板部１５０１は、板状をなし、板ばね２３０が挿入される開口１５２
であり板ばね２３０が当接する縁９１５２ａの幅の両端９１５２ｃで板ばね２３０を拘束
する開口１５２が形成されている。
【００４０】
　なお、板ばね２３０は、器具本体２００の形状に応じて設置される数を変更することが
できる。器具本体２００の長手方向の長さが短い場合は、長手方向の一端部のみに板ばね
２３０を設置し他端部はフックなどで固定する機構としてもよい。また、器具本体２００
の長手方向の長さが長い場合は、長手方向の両端部と中央部に板ばね２３０を設置しても
よい。中央部に板ばね２３０を設置する場合は、板ばね２３０および板ばね２３０に対応
する光源ユニット１００が備える連結具１５０が、光源ユニット１００に取り付けられる
電源装置１４０と干渉しない位置を選択する。
【００４１】
＜端子台２４０＞
　端子台２４０には外部電源に接続される電源電線が接続される。また、端子台２４０に
は器具本体２００を長手方向に連結した場合に隣接する器具本体に電力や信号を送る送り
電線が接続される。よって、凹部２１１内には、電源電線、送り電線が配設される。
【００４２】
＜光源ユニット１００の取り付け作業＞
　次に、図１２～図１４を用いて、作業者が、天井などの取付部３００に予め取り付けら
れた器具本体２００に対して、光源ユニット１００を取り付ける作業を説明する。図１２
は、光源ユニット１００が器具本体２００に取り付けられる前の状態を示す。図１３は、
光源ユニット１００の器具本体２００への取付工程を説明する図である。図１４は、光源
ユニット１００の器具本体２００への取り付け後における断面を示す。図１４（ａ）は短
手方向Ｙを法線方向とする面による断面であり、図１４（ｂ）は長手方向Ｘを法線方向と
する面による断面である。ここで、器具本体２００の取付部３００への取り付けは、天井
から吊り下げられている吊ボルトに固定する方法、ねじなどの固定具により直接天井に固
定する方法などがある。
　図１３において、
（ａ）は、光源ユニット１００が器具本体２００に取り付けられる前の状態を示す。
（ｂ）は、作業者が板ばね２３０の円弧部Ｅの曲率が大きくなるように、板ばね２３０を
弾性変形させた状態で光源ユニット１００の先端部２３３を連結具１５０に連結した状態
を示す。
（ｃ）は、円弧部Ｅの裏側Ｅａが連結具１５０の上辺部１５２ａに対して摺動する状態を
示す。
（ｄ）は、光源ユニット１００が器具本体２００に取り付けられた状態を示す。
【００４３】
（図１３（ａ））
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　図１３（ａ）において、器具本体２００では、底面部２１１ａに板ばね２３０の固定部
２３１がねじにより固定されている。光源ユニット１００は器具本体２００に取り付けら
れていない状態である。
【００４４】
（図１３（ｂ））
　次に、図１３（ｂ）では、板ばね２３０が、第２平坦部Ｌ２を回転の中心として、円弧
部Ｅが底面部２１１ａに対して略垂直状態になるように弾性変形した状態である。
　作業者は、両方の連結具１５０について、開口１５２に板ばね２３０の先端部２３３か
ら板ばね２３０をくぐらせる。作業者は、板ばね２３０の先端部２３３を、連結具１５０
の開口１５２の上辺部１５２ａに引っ掛けて、光源ユニット１００を器具本体２００に吊
り下げる。この状態は光源ユニット１００の仮取付状態である。２つの板ばね２３０は、
器具本体２００の両端部分に配置されており、光源ユニット１００は２つの板ばね２３０
で器具本体２００に対して略平行な状態で姿勢を維持して吊り下げられる。
【００４５】
（図１３（ｃ））
　次に、図１３（ｃ）において、作業者が、カバー側部１３１をつかんで光源ユニット１
００を取付側（上方）に持ち上げると、板ばね２３０の円弧部Ｅの裏面Ｅａが、開口１５
２の上辺部１５２ａに対して、バネの復元力によって摺動する。この板ばね２３０の円弧
部Ｅの摺動作用は、作業者が光源ユニット１００を取付側（上方）に持ち上げると、板ば
ね２３０が自ら元の形状に戻ろうとすることによるが、作業者が板ばね２３０を気にする
ことなく、板ばね２３０は連結具１５０に対して摺動しながら元の形状に戻る。
【００４６】
（図１３（ｄ））
　次に、図１３（ｄ）において、作業者が、器具本体２００の凹部２１１に光源ユニット
１００を押し上げると、連結具１５０の上端部１５１が凹部２１１の底面部２１１ａに当
接する。このとき板ばね２３０は、器具本体２００への光源ユニット１００の装着が完了
する直前では円弧部Ｅの摺動が抑制される。そして、器具本体２００への光源ユニット１
００の装着が完了すると、板ばね２３０の円弧部Ｅが、連結具１５０の開口１５２の上辺
部１５２ａと押し合う状態で、開口１５２の上辺部１５２ａに対して位置決めされる。
　このとき、板ばね２３０が内側箇所で上辺部１５２ａを支持する際のバネ定数は、図１
３（ｂ）において、先端部２３３で光源ユニット１００を支持する際のバネ定数に対して
はるかに大きい。これは、板ばね２３０では第１平坦部Ｌ１が器具本体２００に固定され
るので、第１平坦部Ｌ１を固定端とする片持ち梁として大まかに見積もることができる。
板ばね２３０では、ほとんど弾性変形しない第１曲げ部Ｍ１と第４曲げ部Ｍ４との直線距
離（スパン）は、第１曲げ部Ｍ１と先端部２３３との距離（スパン）の、例えば１／５～
１／６程度である。片持ち梁ではスパンはバネ定数に３乗で影響する。すなわち、第４曲
げ部Ｍ４におけるバネ定数は、１／５であれば先端部２３３におけるバネ定数の１２５倍
であり、１／６であれば先端部２３３におけるバネ定数の２１６倍である。このため、作
業者が、器具本体２００の凹部２１１への光源ユニット１００の押し上げ（押し込み）を
完了すると、板ばね２３０の第４曲げ部Ｍ４の内側箇所が、連結具１５０に形成された開
口１５２の上辺部１５２ａを支持することができる。つまり、第４曲げ部Ｍ４の内側箇所
で、光源ユニット１００の自重を支えることができる。
【００４７】
＜光源ユニット１００の取り外し作業＞
　次に、光源ユニット１００を器具本体２００から取り外す作業について説明する。光源
ユニット１００を取り外す作業は、上述した取り付ける作業の逆の手順となる。
（１）図１３（ｄ）のように、作業者は、光源ユニット１００が器具本体２００に取り付
けられた状態から、カバー側部１３１を掴んで、光源ユニット１００を略水平の状態のま
ま照射側（下方）に引き下げる。
（２）作業者は、光源ユニット１００を図１３（ｃ）を経て図１３（ｂ）の状態まで引き
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下げ、板ばね２３０の先端部２３３を連結具１５０の開口１５２から外す。
（３）以上の手順で、作業者は、器具本体２００から光源ユニット１００を取り外す。
【００４８】
　連結具１５０は、板ばね２３０が引っ掛けられる開口１５２が形成されている。連結具
１５０の上端は、光源ユニット１００が器具本体２００に取り付けられたときに、凹部２
１１の底となる底面部２１１ａに当接する上端部１５１が形成されている。
【００４９】
＜＊＊＊作用及び効果の説明＊＊＊＞
　次に、図１５、図１６を用いて、実施の形態１の作用効果を説明する。図１５は、板ば
ね２３０と連結具１５０との係合関係を示す図である。図１６は、図１５を補足するため
の図である。実施の形態１において、開口１５２は、下辺部１５２ｂの長さ寸法Ｗ１、上
辺部１５２ａの長さ寸法Ｗ２の台形形状である。
　長さ関係は、
　Ｗ１＞Ｗ２
である。
　図１５に示すように、下辺部１５２ｂの長さ寸法Ｗ１に対して上辺部１５２ａの長さ寸
法Ｗ２が短い。そして、実施の形態１では、板ばね２３０の幅寸法Ｗ３は、先端部２３３
から固定部２３１にわたって同じ寸法である。図１５に示すように、板ばね２３０の幅寸
法Ｗ３は開口１５２の上辺部１５２ａの長さ寸法Ｗ２と略同じである。図１６は、作用効
果を説明するための概念図である。図１６に示すように、光源ユニット１００が器具本体
２００に装着された状態において、板ばね２３０の円弧部Ｅの裏面Ｅａは、上辺部１５２
ａに当たっている。かつ、裏面Ｅａが上辺部１５２ａに当たっている箇所の板ばね２３０
の幅方向の両側は、開口１５２の上辺部１５２ａにつながる両側の側辺部１５２ｃの一部
によって、短手方向Ｙの移動が規制される。
【００５０】
＜短手方向の位置決め＞
　このため、連結具１５０が配置された光源ユニット１００は、板ばね２３０が配置され
た器具本体２００に対して、短手方向Ｙにおいて位置決めされることになる。したがって
、短手方向Ｙにおける器具本体２００と光源ユニット１００との中心を一致させた状態で
、光源ユニット１００を器具本体２００に装着できる。また、光源ユニット１００から照
射される光の光軸を、器具本体２００の短手方向における中心に一致させたい場合には、
容易に一致させることができる。また、光源ユニット１００を挟んで長手方向Ｘに沿って
形成される、光源ユニット１００と器具本体２００との２箇所の隙間は略同等の間隔とな
るので、バランスが維持され意匠性も優れる。
【００５１】
＜長手方向Ｘのまわりの角度決め＞
　光源ユニット１００は、板ばね２３０の内側箇所が開口１５２の上辺部１５２ａに密着
した状態で、取付側（上方）に強く引張り上げられて器具本体２００に装着される。つま
り、板ばね２３０が取り付けられている器具本体２００の底面部２１１ａと、連結具１５
０が取り付けられているプレート部１１０の電源取付面部１１１ｂとは、互いに平行であ
り挿抜方向Ｚ（図１４）を法線方向とすることになる。このため、光源ユニット１００は
、器具本体２００に対する長手方向Ｘまわり、つまり長手方向ＸをＸ軸とみた場合、Ｘ軸
まわりの光源ユニット１００の取り付け角度６０１（図１４（ｂ））を決めることができ
る。したがって、光源ユニット１００は、器具本体２００に対して、長手方向Ｘまわりに
関して傾いて装着されることはなく、光源ユニット１００から照射される光は一定の向き
を維持できる。また、長手方向Ｘまわりの角度が正しく決められることで、光源ユニット
１００を挟んで長手方向Ｘに沿って形成される、光源ユニット１００と器具本体２００と
の２箇所の隙間は略同等の間隔となり、バランスが維持されるため意匠性にも優れる。
【００５２】
　以上説明したとおり、照明装置１０の引張機構部９０１０を構成する、光源ユニット１
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００の連結具１５０と器具本体２００の板ばね２３０とは、短手方向Ｙにおける器具本体
２００に対する光源ユニット１００の取付位置を決定する位置決定機構を兼ねる。また照
明装置１０の引張機構を構成する、光源ユニット１００の連結具１５０と器具本体２００
の板ばね２３０とは、器具本体２００の長手方向Ｘまわりに対する光源ユニット１００の
取付角度を決定する角度決定機構を兼ねる。
【００５３】
＜＊＊＊他の構成＊＊＊＞
　図１７は、図１５に対する変形例１を説明する図である。
　図１８は、図１５に対する変形例２を示す図である。
　図１９は、実施の形態１の別の変形例を説明する図である。
【００５４】
＜変形例１＞
　図１７では開口１５２は長方形であり、つまり上辺部１５２ａ、下辺部１５２ｂの両方
が、長さ寸法Ｗ１である。また板ばね２３０は、先端部２３３の幅寸法Ｗ４が、第４曲げ
部Ｍ４に向かうにしたがって、次第に幅寸法Ｗ４よりも広い幅寸法Ｗ３にまで増加してい
く形状である。つまり第４曲げ部Ｍ４から先端部２３３の方向にみれば、先端部２３３に
向かって幅がしだいに狭くなる、テーパ形状の板ばね２３０である。そして、上辺部１５
２ａの長さ寸法Ｗ１は、板ばね２３０の幅寸法Ｗ３と略同一であり、光源ユニット１００
が器具本体２００に取り付けられた状態では、連結具１５０と板ばね２３０との連結状態
は、図１６で述べた状態と同じになる。よって変形例１の場合も、図１６の場合と同様の
作用効果を得ることができる。
【００５５】
＜変形例２＞
　図１８では開口１５２は台形であるが、上辺部１５２ａのほうが、下辺部１５２ｂより
も長い。
　つまり、
　長さ寸法Ｗ２＞長さ寸法Ｗ１
である。
　また板ばね２３０は、変形例１と同じテーパ形状である。そして、上辺部１５２ａの長
さ寸法Ｗ２は、板ばね２３０の幅寸法Ｗ３と略同一であり、光源ユニット１００が器具本
体２００に取り付けられた状態では、連結具１５０と板ばね２３０との連結状態は、図１
６で述べた状態と同じになる。よって変形例２の場合も、図１６の場合と同様の作用効果
を得ることができる。
【００５６】
＜別の変形例＞
　図１９は、板ばね２３０の向きを反対にした変形例である。つまり図１１では、２つの
板ばね２３０は、長手方向Ｘにおいて、先端部２３３が反対方向を向いている。
　これに対して図１９の場合は、長手方向Ｘにおいて、先端部２３３が向き合う配置であ
る。板ばね２３０の向きに合わせて連結具１５０も配置される。変形例３は図１６の構成
、変形例１及び変形例２のそれぞれと組み合わせることができる。変形例３の場合も図１
６で述べたのと同じ状態になる。よって変形例３の場合も、図１６の場合と同様の作用効
果を得ることができる。
【００５７】
　実施の形態２．
　図２０、図２１を参照して実施の形態２を説明する。図２０は、摺動ガイド２１１ａａ
を示す斜視図である。図２１は、摺動ガイド２１１ａａを説明する断面図で、（ａ）は長
手方向の縦断面図、（ｂ）は短手方向の断面図である。実施の形態２は、器具本体２００
の底面部２１１ａに、板ばね２３０の摺動をガイドする摺動ガイド２１１ａａを配置して
、連結具１５０、板ばね２３０に加え、さらに摺動ガイド２１１ａａによって短手方向Ｙ
の位置決定、及び長手方向Ｘまわりの角度決定を確実にする構成である。
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【００５８】
　図２０に示すように、器具本体２００は、板ばね２３０の一端である固定部２３１が固
定されて板ばね２３０が配置される。器具本体２００は、板ばね２３０の他端である先端
部２３３の動きを規制する板ばね規制部９２１１ａａである摺動ガイド２１１ａａを備え
る。図２０では、一対の摺動ガイド２１１ａａが底面部２１１ａに形成されており、一対
の摺動ガイド２１１ａａによって短手方向Ｙの隙間Ｗ５が形成されている。隙間Ｗ５の長
さは、先端部２３３の幅合寸法Ｗ４と、略同一である。
【００５９】
　図２１に示すように、光源ユニット１００が器具本体２００に装着された場合には、板
ばね２３０の先端部２３３は、隙間Ｗ５によって短手方向Ｙの移動が拘束される。
　したがって、図１６で述べた状態を、一対の摺動ガイド２１１ａａによって、さらに確
実にすることができる。
【００６０】
　実施の形態３．
　図２２～図２４を参照して、実施の形態３を説明する。実施の形態３は、板ばね２３０
と連結具１５０とからなる引張機構部９０１０が、さらに器具側嵌合部９２１２を有する
。実施の形態３では、連結具１５０の有する連結側嵌合部９１５１である上端部１５１と
、器具本体２００に形成された器具側嵌合部９２１２とが嵌りあうことで、引張機構部９
０１０が、実施の形態１と同様の、短手方向Ｙの位置決め、長手方向Ｘまわりの角度決め
の機能を有する。
【００６１】
　図２２は、実施の形態１における引張機構部９０１０の、連結具１５０と器具側嵌合部
９２１２とを示している。図２２に示すように、器具本体２００の底面部２１１ａには２
つの器具側嵌合部９２１２が配置されている。器具側嵌合部９２１２は、挿抜方向Ｚのう
ち、光源ユニット１００から器具本体２００に向かう上方向Ｚに、底面部２１１ａの一部
が切り起こされて形成されている。図２３（ａ）（ｂ）はそれぞれ、光源ユニット１００
が器具本体２００に取り付けられた状態を示す断面図、連結具１５０を示す図である。器
具側嵌合部９２１２の断面形状は三角形である。
【００６２】
　実施の形態３では、器具側取付部９２００は、板ばね２３０であり、光源側取付部９１
００は、板ばね２３０と連結する連結具１５０である。図２２、図２３に示すように、連
結具１５０は、板状をなす板部１５０１を備える。板部１５０１は、板ばね２３０が挿入
される開口１５２が形成されると共に、器具本体２００に形成された器具側嵌合部９２１
２に嵌ることで器具側嵌合部９２１２に拘束される連結側嵌合部９１５１である上端部１
５１を有する。
【００６３】
　図２２、図２３に示すように、引張機構部９０１０は、器具本体２００に配置され、連
結側嵌合部９１５１である上端部１５１に嵌ることで上端部１５１を拘束する器具側嵌合
部９２１２を有する。
【００６４】
＜＊＊＊効果の説明＊＊＊＞
　図２３に示すように、器具本体２００に配置された器具側嵌合部９２１２は、連結側嵌
合部９１５１である上端部１５１に嵌ることで上端部１５１を拘束する。つまり、器具側
嵌合部９２１２は、上端部１５１に嵌ることで光源ユニット１００の短手方向Ｙの位置決
めと、光源ユニット１００の長手方向Ｘまわりの取り付け角度を決めることができる。実
施の形態１の場合は、板ばね２３０の円弧部Ｅの裏面Ｅａは、上辺部１５２ａに当たり、
かつ、裏面Ｅａが上辺部１５２ａに当たっている箇所の板ばね２３０の幅方向の両側は、
開口１５２の上辺部１５２ａにつながる両側の側辺部１５２ｃの一部によって、短手方向
Ｙの移動が規制されることが必要であった。しかし実施の形態３の場合、板ばね２３０と
連結具１５０との関係は、板ばね２３０が連結具１５０を引っ張るだけでよい。なお、図
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１６の説明で述べた短手方向Ｙの移動規制を加えてもよいことはもちろんである。
【００６５】
　図２４は、連結具１５０の上端部１５１、器具側嵌合部９２１２が図２２とは異なる形
状を示す。図２４（ａ）は光源ユニット１００が器具本体２００に取り付けられた状態を
示す断面図である。器具側嵌合部９２１２の断面形状は凹の円弧形状である。
　図２４（ｂ）は、上端部１５１が凸の円弧形状である連結具１５０を示す。図２４では
、凸の円弧形状の上端部１５１が、凹の円弧形状の器具側嵌合部９２１２に嵌ることで、
光源ユニット１００の短手方向Ｙの位置決め及び光源ユニット１００の長手方向Ｘまわり
の取り付け角度決めが可能となる。
【００６６】
　実施の形態４．
　図２５～図２７を参照して実施形態４を説明する。図２５、図２６、図２７は実施の形
態３の図２２、図２３、図２４に対応する。実施の形態４は、実施の形態３に対して、器
具側嵌合部９２１２と上端部１５１の凹凸関係が逆の場合である。凹凸関係を逆にしても
実施の形態３と同様の効果を得ることができる。
【００６７】
　実施の形態１～実施の形態４では、器具側取付部９２００として板ばね２３０、光源側
取付部９１００として連結具１５０を説明した。しかし、実施の形態１～実施の形態４で
は、器具側取付部９２００として連結具１５０、光源側取付部９１００として板ばね２３
０を用いてもよい。つまり、器具本体２００に連結具１５０を配置し、光源ユニット１０
０に板ばね２３０を配置する構成でもよい。
　その場合、引張機構部９０１０は、光源ユニット１００に配置される板ばね２３０と、
器具本体２００に配置される連結具１５０とを備える。連結具１５０は板ばね２３０を器
具本体２００の方向に引っ張ることになる。連結具１５０は板状の板部１５０１を有し、
板部１５０１は、板ばね２３０が挿入される開口１５２であり板ばね２３０が当接する縁
９１５２ａの幅の両端９１５２ｃで板ばね２３０を拘束する開口１５２が形成される。
【００６８】
　器具本体２００に連結具１５０が配置される場合、連結具１５０は、板部１５０１に、
連結側嵌合部９１５１である上端部１５１を有する。板ばね２３０と連結具１５０で構成
される引張機構部９０１０は、光源ユニット１００に配置され、連結側嵌合部９１５１で
ある上端部１５１に嵌ることで上端部１５１を拘束する光源側嵌合部９１１２を有する。
ここで光源側嵌合部９１１２とは、図２２、図２５に示す器具側嵌合部９２１２が、光源
ユニット１００のプレート部１１０の平面部１１１に形成されたもの相当する。器具側嵌
合部９２１２の場合と同様に、上端部１５１との凹凸関係は、上端部１５１が凸形状でも
よいし凹形状でもよい。
【００６９】
　実施の形態５．
　図２８、図２９を参照して実施の形態５を説明する。なお、実施の形態５では、実施の
形態１～４と異なる構成を中心に説明し、実施の形態１～４と同じ構成については、説明
を省略する。図２８は、実施の形態５に係る連結具１５０を説明する図である。図２９は
、実施の形態５に係る連結具１５０を用いた光源ユニット１００の作用効果を説明する図
である。
【００７０】
　図２８の四角の破線範囲に示すように、実施の形態５の連結具１５０は、開口１５２を
形成する下辺部１５２ｂの両側部に、一対の傾斜辺部１５２ｄが形成されている。傾斜辺
部１５２ｄの中央側は下辺部１５２ｂと繋がっており、傾斜辺部１５２ｄの外側は側辺部
１５２ｃと繋がっている。なお、図２８、図２９において、傾斜辺部１５２ｄと側辺部１
５２ｃとは円弧状の接続辺部１５２ｃｄを介して繋がる形態となっているが、この形態に
限定されず、傾斜辺部１５２ｄと側辺部１５２ｃとは円弧状の接続辺部１５２ｃｄを介さ
ずに直接繋がっていてもよい。



(17) JP 6564626 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

【００７１】
＜＊＊＊効果の説明＊＊＊＞
　光源ユニット１００を器具本体２００に取り付ける際には、配線作業と配線確認作業が
行われる。このとき、光源ユニット１００は、器具本体２００の板ばね２３０が光源ユニ
ット１００の連結具１５０に引っ掛けられることによって、器具本体２００に吊り下げら
れる。図２９の破線の楕円範囲に示すように、長手方向を軸として光源ユニット１００を
いずれかの回転方向に回転させると、板ばね２３０が傾斜辺部１５２ｄと当接する角度で
光源ユニット１００の回転が規制され、当該角度で光源ユニット１００の姿勢が維持され
る。つまり、作業者が配線作業または配線確認作業を行う際に、光源ユニット１００の配
線部を作業者側に向けた状態で保持することができるため、作業者は、配線作業と配線確
認作業を確実に行うことができる。このため、電源電線、送り電線を光源ユニット１００
と器具本体２００との間に挟み込んでしまう配線不良、これら電線の接続不良を防ぐこと
ができる。
【００７２】
＜変形例＞
　図３０を参照して実施の形態５の別の例を説明する。なお、実施の形態１～４と同じ構
成については、説明を省略する。
　図３０に示すように、別の例における連結具１５０は、開口１５２を形成する上辺部１
５２ａの両側部に傾斜辺部１５２ｅが形成されている。傾斜辺部１５２ｅの中央側は上辺
部１５２ａと繋がっており、傾斜辺部１５２ｅの外側は側辺部１５２ｃと繋がっている。
なお、図３０において、傾斜辺部１５２ｅと側辺部１５２ｃとは円弧状の接続辺部１５２
ｃｅを介して繋がる形態となっているが、この形態に限定されず、傾斜辺部１５２ｅと側
辺部１５２ｃとは円弧状の接続辺部１５２ｃｅを介さずに直接繋がっていてもよい。
【００７３】
＜＊＊＊効果の説明＊＊＊＞
　図３０の場合は、光源ユニット１００を器具本体２００に取り付ける際には、配線作業
と配線確認作業が行われる。このとき、光源ユニット１００は、器具本体２００の板ばね
２３０が光源ユニット１００の連結具１５０に引っ掛けられることによって、器具本体２
００に吊り下げられる。図３０の破線の楕円範囲に示すように、長手方向を軸として光源
ユニット１００をいずれかの回転方向に回転させると、板ばね２３０が傾斜辺部１５２ｅ
と当接する角度で光源ユニット１００の回転が規制され、当該角度で光源ユニット１００
の姿勢が維持される。つまり、作業者が配線作業または配線確認作業を行う際に、光源ユ
ニット１００の配線部を作業者側に向けた状態で保持することができるため、作業者は、
配線作業と配線確認作業を確実に行うことができる。このため、電源電線、送り電線を光
源ユニット１００と器具本体２００との間に挟み込んでしまう配線不良、これら電線の接
続不良を防ぐことができる。
【００７４】
　実施の形態６．
　図３１、図３２を参照して実施の形態６を説明する。なお、実施の形態６では、実施の
形態１～５と異なる構成を中心に説明し、実施の形態１～５と同じ構成については、説明
を省略する。図３１は、実施の形態５に係る連結具１５０を説明する図である。図３２は
、実施の形態５に係る連結具１５０を用いた光源ユニット１００の作用効果を説明する図
である。
【００７５】
　図３１（ａ）、（ｃ）の四角範囲に示すように、実施の形態６の連結具１５０は上端部
１５１ａの形状が異なる。実施の形態６の連結具１５０の上端部１５１ａは、底面部２１
１ａと対向する部分は全体が円弧状の外形となっている。光源ユニット１００が器具本体
２００に取り付けられた状態において、上端部１５１ａは短手方向Ｙにおける中央部７０
１以外は底面部２１１ａと当接しないで離れている。そして、上端部１５１ａと底面部２
１１ａとの間隔は、短手方向Ｙにおける外側に向って徐々に大きくなっている。つまり上
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端部１５１ａと底面部２１１ａとの間隔は、徐々に拡がっている。上端部１５１ａの外形
は円弧状以外の形状であってもよく、複数の直線、または直線と曲線とで構成される形状
で外形が形成されてもよい。
【００７６】
＜＊＊＊効果の説明＊＊＊＞
　図３２の破線の楕円範囲に示すように、連結具１５０の上端部１５１ａをこのような形
状としたことによって、光源ユニット１００を器具本体２００に取り付ける際には、電源
電線、送り電線が、短手方向における外側に向って誘導される。つまり、電源電線、送り
電線は図３２の矢印７０２，７０３の方向に誘導されるので、上端部１５１ａと底面部２
１１ａとの間に電源電線、送り電線を挟み込んでしまう配線不良を防ぐことができる。
【００７７】
　なお、以上に説明した実施の形態１～実施の形態６は、整合性のある範囲で組み合わせ
ることができるのはもちろんである。
【００７８】
　実施の形態７．
　図３３～図４４を参照して実施の形態７を説明する。実施の形態７は、実施の形態１～
実施の形態６の適用可能な照明装置のバリエーションを示す。
　実施の形態７では、主に、実施の形態１～６と異なる点について説明する。実施の形態
７は、実施の形態１～６で説明した照明装置１０の６つのバリエーションである、照明装
置１０－１，１０－２，１０－３，１０－４，１０－５，１０－６を説明する。実施の形
態７において、実施の形態１～６と同様の構成部については同一の符号を付し、その説明
を省略する。
【００７９】
　実施の形態７に係る照明装置１０－１～１０－６では、実施の形態１～６で説明した光
源ユニット１００と同一の光源ユニットを備える。
　照明装置１０－１～１０－６が実施の形態１と異なる点は、器具本体２００－ｋ（ｋは
１～６）の形状である。ただし、器具本体２００－ｋの凹部２１１の構成は、実施の形態
１で説明した凹部２１１の構成と同一である。よって、光源ユニット１００と凹部２１１
との取付構造は、実施の形態１で説明した取付構造と同一であり、実施の形態１～６で説
明した構成及び効果は、実施の形態７の照明装置１０－１～１０－６についても適用する
ことができる。
【００８０】
　実施の形態１で説明した照明装置１０は、図１４に示す器具本体２００の上面を天井面
等の取付部に直付けする直付けタイプの照明装置である。
　図１４の器具本体２００の短手方向の幅Ｌ（０）は、例えば、２３０ｍｍである。また
、照明装置１０の傾斜部２１１ｄは、水平面から角度θ傾斜している。
【００８１】
（バリエーション１）
　図３３は、照明装置１０－１の斜視図である。
　図３４は、図３３のＢ－Ｂ断面図である。照明装置１０－１は、直付けタイプである。
照明装置１０－１は、器具本体２００－１の形状が器具本体２００と異なる。照明装置１
０－１の短手方向の幅Ｌ（１）は照明装置１０の短手方向の幅Ｌ（０）の０．６～０．７
倍である。照明装置１０－１の短手方向の幅Ｌ（１）は、例えば、１５０ｍｍである。照
明装置１０－１の傾斜部の水平面からの角度θは、図１４の角度θよりも大きい。
【００８２】
（バリエーション２）
　図３５は、照明装置１０－２の斜視図である。図３６は図３５のＢ－Ｂ断面図である。
照明装置１０－２は、直付けタイプである。照明装置１０－２は、器具本体２００－２の
形状が照明装置１０の器具本体１２００と異なる。照明装置１０－２は、器具本体２００
－２が光を反射させる構成を備えていないトラフタイプの照明器具である。
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【００８３】
（バリエーション３）
　図３７は、照明装置１０－３の斜視図である。図３８は図３７のＢ－Ｂ断面図である。
照明装置１０－３は、直付けタイプである。照明装置１０－３は、器具本体２００－３の
形状が照明装置１０の器具本体２００と異なる。照明装置１０－３は、器具本体２００－
３の傾斜部が凹部２１１の下方に向かって広がるように形成された反射笠タイプの照明器
具である。
【００８４】
（バリエーション４）
　図３９は、照明装置１０－４の斜視図である。図４０は、図３９のＢ－Ｂ断面図である
。照明装置１０－４は、天井面等の取付部に形成された取付孔に埋め込まれて取り付けら
れる埋込タイプの照明器具である。照明装置１０－４は、器具本体２００－４の形状が照
明装置１０の器具本体２００と異なる。照明装置１０－４の短手方向の幅Ｌ（４）は、例
えば１５０ｍｍである。
【００８５】
（バリエーション５）
　図４１は、照明装置１０－５の斜視図である。図４２は、図４１のＢ－Ｂ断面図である
。照明装置１０－５は、埋込タイプの照明器具である。照明装置１０－５は、器具本体２
００－５の形状が照明装置１０の器具本体２００と異なる。照明装置１０－５の短手方向
の幅Ｌ（５）は、器具本体２００－４の短手方向の幅Ｌ（４）の０．６～０．７倍である
。照明装置１０－５の短手方向の幅Ｌ（５）は、例えば、１００ｍｍである。
【００８６】
（バリエーション６）
　図４３は、照明装置１０－６の斜視図である。図４４は、図４３のＢ－Ｂ断面図である
。照明装置１０－６は、埋込タイプの照明器具である。照明装置１０－６は、器具本体２
００－６の形状が照明装置１０の器具本体２００と異なる。照明装置１０－６は、Ｃチャ
ンネル回避型の照明器具である。照明装置１０－６は、埋め込まれる器具本体２００－６
の高さＨ（６）が、図４０に示す器具本体２００－４の高さＨ（４）や図４２に示す器具
本体２００－５の高さＨ（５）よりも低い。照明装置１０－６の短手方向の幅Ｌ（６）は
、照明装置１０－５の短手方向の幅Ｌ（５）の１．８～２．２倍である。照明装置１０－
６の短手方向の幅Ｌ（６）は、例えば、２２０ｍｍである。
【００８７】
　上述したように、光源ユニット１００と凹部２１１との取付構造は、実施の形態１で説
明した取付構造と同一である。よって実施の形態１で説明した構成及び効果は実施の形態
２の照明装置１０－１～３００－６についても当てはまる。
　なお、上述した光源ユニット、器具本体、および照明器具は、いずれも長手形状の例で
あるが、これ限らず、正方形、円形、多角形など他の形状であっても本願発明が適用でき
る。
【符号の説明】
【００８８】
　１０　照明装置、１００　光源ユニット、１１０　プレート部、１１１　平面部、１１
１ａ　基板取付面部、１１１ｂ　電源取付面部、１１２　プレート側部、１１２ａ　プレ
ート係合部、１２０　発光素子基板、１２０ａ　発光素子、１２０ｂ　基板、１３０　カ
バー、１３１　カバー側部、１３２　カバー前面部、１３３　カバー係合部、１３４　端
部カバー、１４０　電源装置、１５０　連結具、１５０１　板部、１５１，１５１ａ　上
端部、１５２　開口、１５２ａ　上辺部、１５２ｂ　下辺部、１５２ｃ　側辺部、１５２
ｄ，１５２ｅ　傾斜辺部、１５２ｃｄ，１５２ｃｅ　接続辺部、１５３　取付部材、１５
４　ねじ止め部、２００　器具本体、２１０　本体部、２０１　開口部、２１１　凹部、
２１１ａ　底面部、２１１ｂ　側面部、２１１ｂａ　開口縁部、２１１ｄ　傾斜部、２２
０　端板部、２３０　板ばね、２３１　固定部、２３２　円弧形状部、２３３　先端部、
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２４０　端子台、２５０　電源線挿入孔、２５１　ボルト挿入孔、２５０１　貫通孔、２
６０　ユニット端部、３００　取付部、４００　吊ボルト、５００　電線、５００ａ　電
源電線、５００ｂ　送り電線、５００ｃ　第１電線、５００ｄ　ハーネス、５００ｅ　第
２電線、５０１，５０２　コネクタ、７０１　中央部、７０２，７０３　矢印、９１１２
　光源側嵌合部、９２１２　器具側嵌合部、９１５１　連結側嵌合部、９１５２ａ　縁、
９１５２ｃ　幅の両端、９０１０　引張機構部、９２００　器具側取付部、９１００　光
源側取付部。

【図１】 【図２】



(21) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(22) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(23) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(24) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(25) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(26) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】



(27) JP 6564626 B2 2019.8.21

【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】



(28) JP 6564626 B2 2019.8.21
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